
経済学を中心とする社会科学系資料室

における雑誌の貸出利用

- 一橋大学経済研究所の場合 -

金 沢 幾 子

Ⅰ.目 的

ここでは,一橋大学経済研究所資料室の1年間

の貸出統計をもとに,一般的な利用状況をふまえ

て,雑誌注1)の利用傾向と型態を数量的に把握す

ことを目的として,次の項目を調査することにし

た｡

1. 利用文献の型態

2. 主題別利用率

3. 言語別利用率 (雑誌)

4. 出版地別利用率 (雑誌)

5. 利用回数と誌数 (雑誌)

6. 利用順位 (5回以上利用された雑誌)

7. 利用年令 (雑誌)

8. 主題と必要なバックナンバーの関係(雑誌)

さらに,これらの調査項目については,宮地氏に

よる我が国の経済学の引用文献調査1), イギリス

の Wood& BoWerによる社会科学定期刊行物

の貸出統計調査2),Earle&Vickeryの社会科学

の引用文献調査3)との比較を試みた｡ そして,冒

常運営上の具体的な問題 :

a 複本を必要とする雑誌があるか｡

b 主な利用者である研究所教官と院生の文献

利用にどんな特色があるか｡

については,利用順位 リス トを中心に,また

C 製本の時期をどの位ずらすべきか｡

d 書架の移動の目安の年代はいつ頃か｡

については,利用年令の調査結果をもとに分析し

た｡これらの調査結果を実際の閲覧サービスに反

映させ,向上させるのも,実務担当者の課題であ

る｡

Ⅱ.方 法

期間 :1973年4月1日.-1974年3月31日

方添 :貸出票と,日本経済統計文献センター宛

の複写申込書の記録を使用した｡

更新は何度されても1回として数えた｡

利 用 年 で,1968-70などと年がまたがる場合

紘,その中問をとった｡

Ⅲ.調査対象としての経済研究所

A.機 能

一橋大学は,商 ｡経 ｡添 ･社会学の4学部,同

4大学院及 び経済研究所から構成されている｡

経済研究所は ｢日本及び世界の経済の総合研究｣

を行うことを目的に,昭和15年 (1940)に設立さ

れ,共同研究,特定研究,統計的実証研究をその

機能として,現在12の部門を持っている (表1参

照)｡また,"経済学の学"ではなく,生きた "経

演"の学を冒ざして創刊した,季刊｢経済研究｣,

｢経済研究叢書｣及 び ｢欧文経済研究叢書｣を刊

表 1:経済研究所の研究部門と所属教官数

部 門 教 官 数

1 日本経済第 1

2 〝 2

3 アメリカ経済

4 ソ連経済

5 イギリス経済

6 中国 ･東南アジア経済

7 国民所得,国富研究

8 統計

9 学説史,経済史

10 国際経済

11 経済計測

12 経済体制

2

2

つJ

3(内･兼1)

2

2

4(内･兼3)

2(内･兼2)

2

3(内･兼1)

1

7(内･兼5)

日本経済統計文献センタ- 2

計 24名
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表 2:研究所資料室及び日本経済統計文献センターの蔵書数

輿 行

洋 書 和 書

雑 誌* (件 )

洋 和 計

85,779 82,426

958 44,719

86,737 127,145

1,001 454 1,455

23 555 578

1,024 1,009 2,033

(昭和47年度現在)

一 橋 大 学

附尾田書籍 附属研究所

(昭和48年度現在) *継続中
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37 LI8 46 50 教 官 J,

7 ll 10 ll 助 手 〃

学 郎学生 総 数 3,J36も
大学院総 数 348も

附尾包書籍
占義lDu48寺前 l同東弓…寺霊言

教官 2,518も 6,OLう冊 2'/,

7i,000もS7,06摘

昭和も8年6円現在

図 1:教育 ･研究組織と構成員

行 している｡

大学院への参加は,経済学研究科,社会学研究科

の講義を担当している｡

B.蔵 書

資料室の蔵書の主題は図2のように,経済,疏

計,社会を中心に構成されている｡その特色とし

ては,"研究所の研究方針に沿って収集されてい

るため,日本,アメリカ,ソ連,莱,東南アジア

及び中国の経済の理論的,実証的研究のための資

料,方法論として近経,マル経の理論書,英仏の

古典派経済学,経済思想史関係に重点がおかれ-

ソ連 ･帝政ロシアの経済関係の書物が比較的捕っ

ていることと,最近の日本経済の基礎的統計資料

が充実しつつあること4)"があげられる｡ その蔵

書数は表2の通 りである｡

C.利用者

研究資料室の利用者は, 1)研究所教官 2)

同客員 ･留学生(外国,内地) 3)学部教官 4)

助手注2)5)院生 6)学部学生 7)職員 8)

外部の利用者からなる(表 1,図1参照)0
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研究所教官に対 しては利用制限はなく,利用を

続けたい雑誌や新聞については,メイル ･ボック

ス-届けるシステムを採っている｡

院生に対 しては,昭和46年より公開し,1ケ月

貸出-･単行書,製本雑誌-10凧 1日貸出･･･単行

書,製本 ･未製本雑誌-･10冊の制限がある｡

学部学生には,原則として公開しておらず,脂

導教官の承認が必要である｡

Ⅳ.一般的利用状況

A.利用数 (表3,同4参照)

調査期間中に館外貸出された資料は,4,870件,

6,882冊,1日平均約20件,28.5冊である｡この数

字は,院生に公開する昭和46年以前の約3倍,公

開時の1.3倍にあたる｡

B.利用時期 (表5参照)

全体としては,6-7,10-ll,2月での利用が

多く,院 生 は 5-6,10-ll,2月,教官は4,

7,10,2月に利用のピークが見られた｡

C.利用者 (表6参照)

大学図書館研究Ⅵ (1975.1)

表 3:昭和48年度貸出冊数

未

洋

計

質

洋

和

洋

nH禾

S.4243 46 4748年度

(院生公開)

研究所教官1,624件(33.3%),院生2,147件(44.1

%)で,両者で利用件数の3/4強を占める｡外来

存 250

200

rZlO

100

LgX

O

者及び附属図書館や日本経済統計文献センターを

通 してなされる複写依頼は93件(1.9%)である｡

年間1人当りの利用は,研究所教官が67.7件,

留学生 ･客員が35.5件,院生が15.3件 (利用登録

者140名),学部教官はわずか16名という一部の教

官の利用にとどまってお り,17.3件である｡

Ⅴ.利用文献の形態と種別

単行書と雑誌の利用比率は,55%対45%と,単

行書の方が10%上まっている｡単行書の中では,

洋書が54.7%,雑誌の中では,洋雑誌が63.8%と

高い率を占めている(表7参照)｡

宮地氏の大まかな区分をした形態別比較表と,

研究所の貸出の利用率とをくらべてみると (表8

参照),院生の雑誌の利用率が50.9%と高いため

に,全体として定期刊行物の利用率が宮地氏より

48年4F1 5月 6月 7月 8F) 9円 10月 I旧 12月49年旧 2月 31g

総則岡 計
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表 6:利用者層別利用率
72511-I47tl
rFちIlt3.Dも】

利同紙敗 (,870件

表 7:単行書及び難詰の利用r-jij訳

2,000

1,500

I,00D

WLl

ー 0
壁 洋和露葺吉富蓄電

表 8:形 態 別 利 用 比 率

100 100 100

高くなっている｡しかし,研究者の利用のみにし

ぼってみると,宮地氏とほぼ同じ数値がでる｡社

会科学においては,定期刊行物へ哩 し開が,非定

期刊行物のそれに比較して少ないことが定説にな

っているが,貸出統計上からも実証し得る｡

Ⅵ.主題別利用率

経済研究所独自の分類表に基づいて,資料全体

を通して利用される主題の上位7位までの比率を

出すと,以下の通りである｡

1位 経済 41.4%

2〝 総記 9.7%

3〝 社会 9.3%

4〝 統計 7.7%

5〝 歴史 4,9%

32

6〝 政治 4.7%

7〝 商業 4.4%

単行書と雑誌,及びそれぞれの内訳の主題別利用

率については,表9にまとめた｡

宮地氏の主題への引用文献の比率と比較する

と,研究所の分類による経済学 (NDC:330-333)

の範囲では,単行書で30%以上,雑誌で46%以上

を占め,注3)宮地氏の23.2%をかなり上まわる数値

がでた (表 9参照)｡さらに,NDC:335,336,

337,338,340という経済学プロパーの主題を含

めると,資料全体では51.1%,雑誌では59.4%に

のぼる (宮地氏 :330を含めると56.4%)｡また,

宮地氏の場合では,336,610-660が比較的高率を

示すのにくらべ,貸出の場合は,0又 は宮地氏

1/3の強の数値にすぎない｡ 一方,総記は宮地氏

大学図書館研究Ⅵ (1975.1)

表 9:主題別利用順位(単行書,雑誌)
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表10:NDCによる主題別利用率の比故

研 究 所 貸 出 率
NDC 主 題 宮 地 氏

資料全体 雑 誌

330-333 経済 経済総記,経済学 ･思想史,経済史 ･
経済事情,経済政策

334 人口･移植民

335 企業 ･経営

670 商業

336 経営管理 ･符記 ･会計

23.2% 41.4% 49.5%

0.9

;:… ‡ 11 ･2

15.0

337-339 貨幣 ･通貨 ･景気,金融 ･金融駿関,保険 9.4

340 財政

300 社会科学 (総記)

360 社会学

350 統計

600 産業 (総記)

610-660 農林水産業

680 交通

000 総記

100 哲学

370 教育

380 風俗習慣 ･民俗学

200 歴史
290 地理
310 政治

390 国防･軍備

320 法律

400 自然科学

500 工業 ･技術
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挙 行 書

稚 誌

(:C･-:一箪!d由宗誉号によ=,)

図 2:蔵 書 の 構 成

に対して,貸出では9.7%を占める (表10参照)0

これは,一部の教官や資料調査宝で書誌的ツール

を利用するためと,総合雑誌が利用されるためで

ある (表 14参照)0

Ⅶ.言語別利用峯

言語別利用率については,宮 地氏 によって,

Wood&Bower,Earl&Vickery,宮地,安西
氏5)の比較表が発表されている｡ この4例と研究

所の雑誌の貸出統計のそれとを比較対照してみる

と (表11参照),わが国とイギリスの国による言

語利用の相違が顕著で,貸出統計と引用文献によ

る方法の違いによる差はほとんど見られない｡イ

ギリスの2例では,自国語の利用率が高く,わが

国の場合は外国語,特に英語の利用率が高い｡そ

の理由として,宮地氏は "わが国の社会科学が外

来の学問であ'る"ことと,"近代経済学では英語

による文献が絶対数として多い6)"ことをあげて

いる｡また,4つの先例に比べ,研究所の貸出で

は,ロシア語文献の利用率が高く, ドイツ,フラ

ンス語を抜いている｡これは,ソ連経済 ｡社会学

を専攻する院生の利用が活発なためである(表15･

参照)｡

Ⅷ.出版地別利用率 (表12参照)

利用言語の56%強の英文誌の中で,アメリカ誌

が58.3%,イギリス誌が27.6%を占めており,こ

の両国の経済学の影響がいかに強いかが伺える｡

また,前章でもふれたが,ソ連文献が4位にのぼ

っているのが研究所の特色といえる｡アジア地域一

の利用率は,日本を除いて5.1%｡ 研究対象地域.

が日,栄,莱,ソ連,中国,東南アジアに限られ

ているところから,アフリカや中南米諸国の利用

は皆無といってよい｡しかし,中南米 に関して

紘,政府刊行物や中央銀行の刊行物を収集する方

向にむかっており,将来はこの地域の出版物の利

用も増えるであろう｡

Ⅸ.利用回数と誌数

雑誌貸出総誌数は336タイトルで,貸出語数の,

50%をカバーするには28タイトル,80%をカバーー

するには93タイトルを要する｡これは宮地氏にく

表11:言語別利用率の比較

調査方法対象 (憩 静 ) (卦 腎 撃 ) (i)銅 品 ) (曇 箆 ) (都 督 撃 )

調査者名 t【､ ⊥ 人 ,Tr .｡〔 Earle&
経済研究所(金沢) 宮 地 安 西 Wood&Bower uv"ilckLe,;

英 語

独 語

仏 語
ロシア語及びその他の
シリリック

56.47 42.30

9

5

5

2

3

5

7

4

4

2

8

0

5

4

6

1

1

6

8

4

8

2

4

2

0.78 0.65

26.64 38.99

40.7 94.86 94

1

3

一

*の数値は参考数値で,この言語区分と必ずしも一致しない｡
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表12:出版地別利用率
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出 版 地 タイトル数 利 用 数 利 用 率
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表13:利用回数とタイトル数

利用 雑誌 利用数
回数 数 累積値

23 1 53.2%

22 3 55.3

21 1 56.0

20 3 57.9

19 3 59.7

19 5 62.6

17 2 63.7

16 1 64.2

15 5 66.6

14 3 68.0

13 6 70,5

12 9 74.0

11 3 75.1

10 5 76.7

9 10 79.6

8 7 81.4

7 11 83.9

6 11 86.0

5 11 87.8

4 2 1 90.5

3 24 92.8

2 64 96.9

1 96 100.0

利用 雑誌 利用数
回数 数 累積値

112 1 3.6%

99 1 6.8

92 1 9.8

91 1 12.8

90 1 15.7

89 1 18.6

75 1 21.0

70 1 23.3

67 1 25.5

61 2 29.5

5 7 1 31.3

54 1 33.1

52 3 38.1

39 1 39.4

38 1 40.6

35 1 41.7

34 2 43.9

32 1 44.9

31 1 45.9

30 1 46.9

27 1 47.8

26 1 48.6

24 5 52.5

研究所貸出紙言†

らべるとやや高い程度 に過ぎないが,Wood&

Bowerにくらべるとかなり高 い カバー率であ

る(表13,図3参照)0

Ⅹ.利用順位リス ト(表 14)の分析

A.教官と院生の利用の相違

研究所教官と院生とでは,利用の方法,対象と

もその相違が顕著である｡洋書については,教官

か院生を上まわるが,それ 以外 は院生の方が多

く,特に露書,露雑誌においては教官の2-4倍

の利用がある (表15参照)｡これは利用順位 リス

トを見ればあきらかで あ るが,Econometrica
I
こ5
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表 14:利用順位 リス ト 注 :*EPは附属図書館でも所蔵 している雑誌

緩 怠 タ イ ト ル 習 塩釜

1 *Econometrica.(2copies)

2 *AmericanEconomicReview.(2copies)

3 *BusinessWeek.

4 *JournalofPoliticalEconomy.(2copies)

5 DeutscheNationalBibliographie.

6 *ReviewofEconomicStudies.(2copies)

7 FareasternEconomicReview.

8 *QuarterlyJeurnalofEconomics.

9 BibliographiedelaFrance.

10 *SurveyofCurrentBusiness.

･ *ェコノミスト

12 *JournalofEconomicTheory.

13 >!くEconomicJournal.(2copies)

14 *Economist.

〝 WestAfrica.

〝 EEHjREajIJIeTOⅡ王ICZ,

17 *経済評論

18 *ReviewofEconomicsandStatistics.(2copies)

19 PekingReview.

20 9ROEOMmeCRHe HayRII

･ *Marxism Today.

22 *金融

23 *InternationalEconomicReview.

24 *経済統計月宰艮(日銀)

25 *BoIIPOCR9ROEOMma.

26 *経済研究 (一橋大)

27 *JournalofEconomicLiterature.

u ･&･publicInterest.

〝 TrJIaEOBOeXo3aHCTBO.

･ *BecTEHtCMociCOBCEOrOyEl･IBePCmeTa.CepH月皿(9ROEOM壬工_f(a)

･ *BoTIPOCIIi4cTOPHfI.

32 *JournalofMoney,CreditandBanking.

33 *Economica.

･ 世界政治資料

u ZeitschriftftirGeschichtswissenschaft.

36 *経済学雑誌 (大阪市大)

37 *国民経済雑誌 (神戸大)

〝 NewLeftReview.

･ U.S.NewsandWorldReport.

40 *CanadianJournalofEconomics.

･ JournalofNegroHistory.

〝 BecTEIIZLCTaTIICTEKIl.

43 JournaloflndustrialEconomics.
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･ *経済学論集 (東京大学)

" *OxfordEconomicPapers.

〝 ProblemsofCommunism.

〝 Co叩a皿玄CTmeCRIIETpyE.

48 *EconomicHistoryReview.

〝 *Fortune.

50 *日本紡績月報

51 EconomicandPoliticalWeekly.

〝 *InternationalFinancialStatistics.

･ *経済論叢 (京都大学)

･ MonthlyReview.

〝 PoliticalA庁airs.

56 *FederalReserveBulletin,

〝 *JournalofFinance.

U *ReviewofIncomeandWealth.

59 JournalofCommonMarketStudies.

･ RegionalScienceAssociationPapers.

･ *EmploymentandEarnings.

･ 経済往来

･ *世界

･ 串土地制度史学

65 *BibliographiaNationaleltaliana.

〝 *EkOEOMHRaHMaTeMaTmeCIC滋eMeTOAtI.

･ 経済志林

〝 LabourResearch.

･ *MonthlyLaborReview.

･ *思 想

･ SurveyofCurrentA庁airs.

･ *展望

･ *BoⅡpocIi◎HjIOCOOEH.

74 AsianSurvey.

･ *Kyklos.

〝 凍･U.N.MonthlyBulletinofStatistics.

77 *AnnalesHistorique.

･ DeutcheZeitschriftftirPhilosophie.

･ *EconomicDevelopmentandCulturalChange.

･ 法人企業統計季報 (大蔵省)

･ 経済学 (東北大)

82 *EconomicIndicators.

･ *一橋論叢 (一槽大)

･ 紅旗

･ *三田学会雑誌 (慶大)

･ 南洋経済研究所研究資料

･ *大蔵省調査月報

･ QuarterlyEconomicReview,USSR.

･ *立教経済研究 (立教大)

･ *理論経済学
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･ ‥!⊂早稲田政治経済学雑誌

92 アジア,アフリカ経済特報

･ >!ア ジア研究

〝 JournalofFarm Economics.

〝 *JournaloftheAmericanStatisticalAssociation.

〝 *OECDMainEconomicIndicators.

･ *社会経済史学

〝 *SwedishJournalofEconomics.

･99 *現代の理論

〝 IrishHistoricalStudies.

･ *JoumalofEconomicHistory.

･ *Journaloft上eRoyalStatisticalSociety.

･ *経済学論究 (関西学院大)

･ *金融ジャーナル

〝 *Metroeconomica.

〝 *PastandPresent.

･ *歴史学研究

･ *社会科学研究 (東大杜研)

･ *東京経済大学会誌

110 *BulletinoftheOxfordUniversityInstituteofEconomics
andStatistic'S.

･ BrookingPapers.

〝 JournalofSou仏ernHistory.

･ 経営史林

･ *経済

･ ●*経済セミナー

･ *熊本商大論集

･ ⅡpotmeMEIRa皿もEerOBocTOZCa.

･ *立命館経済学

･ *史学雑誌

･ *数学セミナー

121 平和と社会主義の諸問題

･ H3BeCTm ChもHPCROrOOTJte皿eEⅡ5IAnaJleMHHHayRCCCP.

･ 人文学報 (京大 ･人文研)

･ *経済科学

･ 経済研究 (中華人民共和国)

･ 研究と資料

･ *大阪大学経済学･

･ 海外経済月報

･ *歴史評論

･ 世界経済と国際関係

〝 SovietStudies.

9

8

8

8

8

8

8

8

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

6
6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

1

4

4

CJ

3

3

0

5

5

4

4

4

3

6

5

5

6

6

5

5

6

6

5

5

45

American EconomicReview,JournalofPoli-

ticalEconomy,QuarterlyJournalofEcono一

mics,EconomicJournal等の主要雑誌は,教官

が個人で購読しており,特に露語文献は安価に入

手できるために,教官の利用が低くなっていると

38

思われる｡教官の利用の上位を占めるものは,洋

雑誌では特定教官の継続利用指定誌であり,和雑

誌ではエコノミスト,世界等直接研究に結びつか

ない総合雑誌が多い｡一方,院生は一個人が集中

して利用 した のは,FarEastern Economic

大学図書館研究Ⅵ (1975.1)

表15:研究所教官と院生の利用比較

図 書 (冊) 雑 誌 (冊) 総計 (冊)

洋 露 和 華 計 洋 露 和 華 計 (対総利用)

教 官 942 87 421 6 1,456

院 生 675 155 484 19 1,333

703 40 260 01,003
885 163 314 22 1,384

2,459
(35.7%)
2,717
(39.5%)

表16:各主題の half-life

主 題 監ne=real監o葦 盈 an% 盈-準 念on警 覧 r警 SioIC.igo: fihLeaTh;g p% itiEscEltulrEerest.fym lCS merCe taryCulture

経 済 研 究 所 0 5 5 0 5 9 4 10 0 11 11

Earle&Vickery 7 33 10 11 13
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図 4:利 用 年 令

Journal,JournalofCommon MarketStudies

等2･3点に限られ,多人数が多数回利用する傾

向である｡順位 リストに載った雑誌は, 細谷氏7)

の区分によると,一般 ･近代経済学 ･計量経済学

に属するものが大半で,これらは院生の利用が多

い｡一方,マルクス主義の雑誌 (Marxism To-

day,New LeftReview,MonthlyReview S)

や統計注4)に関するものは教官の方に利用が多い｡

また,院生の利用の仕方は,文献をコピーする

ために1日借用するケースがふえている｡その文

献の情報を得る方法として,一番多いのが引用文

献による方法,その他はブラウジング,友人から

･の情報,教官からの示唆,書誌的ツールによるな

どがあげられ注5),その中で,抄録 ･索引 ･書評な

どを含む JournalofEconomicLiteratureの利

用が目につく｡

B.複本を必要とする雑誌
利用順位20位以内の上位語で,多数の人が多数

回利用するいわゆる主要雑誌は,現在2部ずつと

っているが,第 12位の JournalofEconomic

Theoryだけは1部しかとっていない｡これは附

属図書館でも所蔵しているが,第 1-2 (1969

-70)巻巻が紛失しているため,利用が激しい.

新しい雑誌でもあり,予算が許すなら複本を備え

て,製本の時も利用に支障をきたさないようにし

たいものである｡その他は,附属図書館でも受入

れているものが多いので,特に複本の必要はない

であろう｡

C.Wood&Bowerも及び宮地氏との重複
妻土J)ILll

Wood&Bowerの利用調査の上位62誌と,育

地氏の5回以上引用された誌名リスト(57誌)と

重なった雑誌は,前者が10誌,後者 が33誌であ

る｡

なお,RegionalScienceAssociationPapers

辛,IrishHistoricalStudies は他所にないため

に外部の利用が多かったものである｡

Ⅹ.利用年令 (図4参照)

雑誌全体の50%をカバーする年令 (half-life)

は3才以下であり,洋雑誌では2才以下,露雑誌

では4才半,和 ･華雑誌では6才以下である｡最

高年限は1906年で,67才である｡宮地氏はじめ他

の4例では,

39
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宮地氏 (経済学 :引用文献)----･･8才以下

Earle&

Vickery

社会科学 :引用文献-･-10才以下

経防学 :引用文献-----･-7才

社会科学･定期刊行物 :

引用文献･--- ･･--6才半以下

安西氏 (文化人類学 :引用文献)----lo牙

Wood&
Bower i

社会科学･定期刊行物 :

貸出統計･･- - ---- --3才半

である｡ Wood& Bowerの場合は National

LendingLibrary発足当時の調査であるために

問題があるとされているが,経済研究所の利用年

令がそれに近い数値が出たのは,単行書を除いて

いるためと,やはり貸出統計に基づくからではな

いだろうか｡

製本の時期については,研究所の貸出統計の結

果から判断すると,少なくとも2年半ずらせば,

利用者にあまり迷惑をかけずに済ませられるであ

ろう｡

ⅩⅠ.主題と必要なバックナンバーの関係

(図5参照)

各主題の half-1ifeは表 16注6)の通りである｡

カレントな文献が利用される主題は,総記,商業,

政治で,古い文献を利用するのは歴史である｡利

用年限が短い主題は,財政,農業,文化で,長期

40

に渡るものは経済,歴史である｡

書庫のスペースが狭くなって,雑誌の移動をよ

ぎなくされる場合は,これらの主題とバックナン

バーとの関係'の特色が一応の参考になるであろ

う｡しかし,各タイトルの必要性や利用状況を考

慮 に入れ なければならないことはいうまでもな､

いo

XI互.分析の結果-まとめ-

一橋大学経済研究所資料室の1973年度の利用数~

は4,870件,6,882冊である｡これは院生に公開す

る以前の3倍の数字にあたるが,決して多いとは

いえない｡その理由として,主 に院生 の場合は_

1)単科大学であるため,附属図書館と重複する

資料が多い｡2)図書館と資料室は近く,どちら

を利用するにも地理的障害がない｡3)資料室の

貸 出冊数,期間が少ないこと,一方図書館は20:

冊,2ケ月間で規制がゆるいこと(但し,雑誌に関

してはコピーをとるための1日借用のケースが増大し

ているので,その影響はあまり強くないと思われる)

が,あげられるであろう｡また,研究者 の場合

は,主要雑誌は個人で購読しているために資料室

を通しての利用が少なく,経済学プロパーの国内

新刊書も個人に寄贈されるケースが多いからであ

る｡

大学図書館研究Ⅵ (1975.1)

社会科学においては,雑誌への依存度が単行書

へのそれよりも低いことが定説になっており,こ

の調査でも証明されたが,単行書の中でも,輸入

科学であることや近代経済学では英語の文献数が

多いことの他に,前記にあげた理由からも研究者

の洋書への依存度が圧倒的に高いのである｡そし

て研究者注7)の雑誌の利用は,実証研究のための統

計類か,情報を入手する際の参考にはなるが,引

用文献の対象とはならない総合雑誌や書誌芙削こ限

られている傾向が見られる｡逆に,院生は雑誌へ

の依存度が高く,それも近代経済学の理論経済の

主要雑誌に集中しているが,ソ連の社会 ･経済学

を専攻する学生の露書,露雑誌の利用も活発であ

る｡これはソ連関係のコレクションが比較的揃っ

ていることが大 きな要因になっていると思われ

る｡

外国雑誌と国内誌の利用では,4対1と外国誌

の利用度が高く,それもアメリカ,イギリスの英

文誌,ついでソ連誌への依存度が大である｡わが

国の経済学を国際水準に引上げることを目ざし

て,森嶋通夫氏8)が創刊した InternationrlEco一

momicReview の利用も上位にはのぼっている

が,依然として米 ･英両国の経済学の影響下にあ

る傾向を示している｡また外国誌は主要雑誌に利

用が集中していてタイトルのカバー率が高いが,

和雑誌の方は利用回数が少ないわりにタイトル数

が多く,分散している傾向が見られる｡

利用年令では half-1ifeが3才以下で,調査方

法が同じWood& Boweri.こ近い数値が出た.

主題と必要なバックナンバーの関係では,遡及

的に利用されるものが人文科学系一歴史,文化-

であることは当然として,利用年限が一番長いの

が経済であったこと,さらに,経済学プロパーの

主題利用率が51%にものぼる点,利用順位も蔵書

構成のそれと大体にかよっている点などに経済研

究所の特色があらわれているといえよう｡

資料の寿命の判断については,松 田芳郎氏9)

紘,非自然科学的学問分野に利用率を採用するこ

とに批判的である｡利用率は一応の傾向判断の目

安にはなりえても,具体的には個々のタイトルに

ついての評価にかかってくるであろう｡

ⅩⅠⅠⅠ.お わ りに

以上のような利用傾向を踏まえて,資料室は利

用者にどう対処すべきであろうか｡なかんずく雑

誌が研究者にもっと利用されるためにはどうすべ

きであろうか｡文献を個人のものとして手元に置

きたいという気特は,資料室の利用を活発にさせ

ない一因にはなっているが,根本的な対策はコレ

クションの質にかかってくる｡従って,個人では

入手しにくい資料-例えば政府刊行物の収集や,

統計類の充実が当面の課題となってくる｡研究者

が資料室 とは別にどんな資料を購読しているの

か,個人または資料室にどんな資料を望んでいる

のか,資料の貸出が研究活動とその成果としての

著作にどうかかわっているのか,などについては,

情報が不足しており,これらを含めて,もっと利

用者についての情報を入手しなければならない｡

また,蔵書の評価作業も当然必要になってくる｡

文献の利用調査については,一般に1)引用文

献調査 2)貸出統計調査 3)アンケートやイン

タビューによる調査などがあり,自然科学分野を

中心に行われているが,社会科学分野では少なく,

Wood&Bower,Earle&Vickery,宮地氏のそ

れを数える程度である注8)｡本稿は宮地氏に多く

を負うものであるが,宮地氏が調査対象を研究者

に限定したのに対し,この調査では,院生その他

の利用をも含めたこと,雑誌の調査に重点を置い

たために単行書の利用年令や言語の調査をはぶい

てしまったこと,日本経済統計文献センターの利

用調査のデータがないないために和雑誌の調査が

不十分な点で,比較分析に適性さを欠いている｡

また,引用文献調査にしても貸出調査にしても,

データを累積する必要があり,実際の利用に近づ

けるためには,いろいろな調査方法を組合わせて

行かなければならない｡利用者像をはっきり伝え

る,信頼性の高い調査結果の追求,そしてそれを

蔵書の評価やよりよい収集活動に結びつけてゆく

ことを今後の目標にして行きたいと思う｡

注

1)年報･年鑑頴,新聞を含まない｡

2)助手には,資料調査宝,｢経済研究｣編集室,電子計
算榛重助手などを含む｡

3)草書を除く｡

4)統計室では EmploymentandEarnings,FederaI

ReserveBulletin,InternationalFinancialSta-

tistics,MonthlyLaborReview,OECDMainEc0-

momicindicators,SurveyofCurrentBusinessの
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デ-タを集計している

日本経済統計文献センターでは,外 国貿 易概況

(大蔵省関税局),法 人 企業:統計季報 (大蔵省証券

局),家計調査報告 (総理府),経済分析, 経済月報

(経済企画庁),☆経済統計月報(日銀),金融,国民

経済計算,日本経済指標(経済企画庁),日本統計月

報(総理府),労働力調査報告(同),東証統計月報,

-:+財政金融統計月報 (大蔵省),*人口動態統計月報

(厚生省),日本貿易月表 (大蔵省)などが利用され

ている｡ (この情報は大滝正史氏からによる｡*は

特に利用されるもの)

5)金沢が院生十数名に質問したもの

6)参考までに Earle&Vickery の主題の half-life

調査の結果をのせた｡

7) 統計室,資料調査室を含む｡

a)他に中村博男 :経文 "流通経済大学論集"に現われ

たる引用文献調査,流通経済大学論集,Vol.7no.

1,1972,p･170-177.及び,報文 季̀ 刊理論経済学''

に現われたる引用文献調査-とくに定期刊行物を中

心として-,流通経済大学論集,Vol.7,no.1,

1972,p.178-183;図書館界, γol.24,m0.3,

1972.9,p.125-9 があるが, 宮地氏とあまり変ら

なV､結果が出ていることと,対象の範囲が狭まいた

め,本稿では比較しなかった｡
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